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１.はじめに 

 

 近年、携帯・スマートフォンの普及によりインター

ネットサービスの利用者が多くなっている。その中で

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

は著しく普及し、2013 年末の国内における登録人数は

6500 人を超え、登録件数は重複登録分も含めると約 2

億 8,000 万件に達する。したがって SNS 利用者 1 人

あたり平均で 5 件ほどの SNS に登録していることに

なる。SNS 利用者は元々10 代～20 代の若年層が多か

ったが、SNS 利用が当たり前になってきたことで 40

〜50 代以上の年齢層にも拡大しており、登録者数・利

用者数ともに増加傾向が見られる。 

 

[1] 

 

その用途は、友人・家族などの連絡交換など従来メ

ールで行われていたものの代わりになるものや、ＳＮ

Ｓに利用者自らの写真や自己報告を載せ友人などに自

分の行っている活動や心理状況を伝えるなどがある。 

ＳＮＳの主な目的は、個人間のコミュニケーション

である。多数のＳＮＳ利用者はＳＮＳによって出会っ

た人ではなく、学校や家族、会社などなど自分が属し

ている団体の中コミュニケーションをより活発化させ

るためにＳＮＳを利用している人が多いと思われる。 

ＳＮＳを利用した犯罪が増えているせいで、ＳＮＳ

によって知らない人とつながりを持つことに抵抗があ

る人はたくさんいるが、インターネット環境があれば

世界中の人とつながれる可能性のあるＳＮＳの利用法

として、既存の団体の間のみでＳＮＳを使われている

ことが多いことに私は非常に残念に思う。しかしなが

ら、ＳＮＳによる犯罪ばかりが報道されている一方、

ＳＮＳが、新たな友人作りに役に立っている割合も増

えている。 

新たな友人作りをする方法とは具体的に言えば、共

通の趣味の人同士でネット上にコミュニティーを作り、

ＳＮＳを通して話し、実際に会ったり、ネット上に宣

伝している婚活パーティや交流会などに参加するとい

う方法がある。 

 

確かに後者の方法は自分にリスクが低く気軽に参加

できるものだと思う。しかしながら私はインターネッ

トが最大の魅力は利用者ひとりひとりが情報を発信で 

 

きるという他のマスメディアにはなかった機能だと思

う。その機能をより生かす方法を考えるべきだとある。 

 

以上のことから本研究では，ＳＮＳを使って、自分

が属しているコミュニティー以外の人間にどうやって

情報を伝えればいいのかを考察してく。 本研究では，

インターネットの魅力である自ら発信できるという点

を生かすため、ＳＮＳを利用して自分が日常生活で属

していないコミュニティーに情報を効率よく伝えるこ

とを目的としている。 

 

2.ソーシャル・ネットワーキング・サービス 

SNSはソーシャル・ネットワーキング・サービスの略
であり、広義には、価値、構想、友人、親類、などの
関係により結びつけられた社会的な構造を構築出来る
サービスを SNSと定義される。狭義には、ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービスとは人と人とのつな
がりを促進・サポートする、「コミュニティー型の会
員制のサービス」と定義される。「2」 

SNSの主目的は人と人とのつながりを促進・サポ
ートする効果が見込まれる。 

SNS の主な機能は「プロフィール機能」、「メッセ
ージ送受信（私書箱）機能」、「日記（ブログ）機
能」、「ユーザー相互リンク機能」、「ユーザー検索機
能」、「コミュニティー機能」、「カレンダー」 

 

3.ＳＮＳを利用した宣伝の実践 

 

本章では、実際 SNS を利用した宣伝を実際にやっ

てみたものの結果を述べる。 

 

3・1 ＳＮＳで宣伝にするにあたって  

  

まず、私が行ったＳＮＳを利用した宣伝活動とは、私

は自分がやっている、「メロディ・クロック」というイ

ンディーズバンドの活動をＳＮＳによって宣伝したも

のである。バンド活動とは、主に自らや演奏するライ

ブ活動や自分たちでライブハウスを借り、さまざまな

アーティストを集めライブを運営するライブイベント

活動のことである。宣伝期間は半年。 

 

3・2 ＳＮＳを利用した宣伝の実践 

 

SNS は Twitter を利用した。このＳＮＳを理由した

理由は、利用者が多く、使い方がわかりやすいからで

ある。 

 

3・2・1 Twitter による宣伝の実践 

 

まず Twitter とは 140 文字以内の短い投稿(ツイー

ト)を入力して、みんなで共有するサービス。twitter

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0


の自分専用ページでは、自分のツイートと他者のツイ

ートをみることができる。自分専用ページで他者のア

カウントをみるためには「フォロー」という設定が必

要である。逆に自分のことを「フォロー」した人のこ

とを「フォロワー」と呼ぶ。自分のツイートは非公開

に設定しない限り誰でも見ることができるが、フォロ

ーされていない人間にツイートが見られることが少な

く twitterで宣伝するためにはフォロワー数が多いこ

とが大事である。よって宣伝の下準備としてフォロワ

ーの数を増やすことから始めた。 

 

Twitter でフォローを増やすには自分が相手をフォ

ローし、相手に自分の存在を知ってもらう必要がある

と考え、一日に１００アカウント程度をフォローして

いく作業を一か月間続けた。フォローした人がフォロ

ーを返してくれる割合は２～３割程度であり、なかな

かフォロワー数よりもフォロー数が圧倒的に上回る期

間が続いた。フォローしたからフォローを返してくれ

るというわけでなく、自分に関係ない情報を発信する

アカウントには排除する傾向にあった。 

 

Twitter のフォロー数を増やす方法を模索している

間に私が感じたことは、フォロー数が多い人は偉いと

かすごいと思う文化があることだ。毎日フォロー数を

増やし、少しずつフォロワー数を増やしていき１００

０以上になったところで、フォロワーの数の伸びがよ

くなった。フォロー数の多い人は影響力があるという

イメージがあり、フォロー数が上がれば上がるほどフ

ォロー数の数は増やしやすいと感じた。 

現在はフォロワー数がフォロー数を超え２２００人

超のフォロワーがいる。 

 

フォロワーを増やすことは宣伝の前段階であり、実際

に宣伝するにはツイートをすることがまず必要不可欠

である。ライブ活動の情報を定期的にするために自動

ツイート機能を使って、設定した固定情報を自動的に

ツイートするように設定した。しかしながら、宣伝効

果はあまりなく、なぜだろうと考えた結果、興味がな

いツイートは自分の専用ページで表示されたとしても

見ないのではないかという結論に至った。 

 

ここでどうやって興味をもってもらうために

Twitter の DM（ダイレクトメール）というものを使

用することにした。DM とはフォロワーに直接メッセ

ージを送ることができるメッセージ機能である。最初

はライブ情報を書き並べたDMを送っていたのだが一

向に返信が来ることがなく、DM の効果がないように

思われた。 

 

 そこで、考えたのが「あいさつ戦法」である。SNS

の利用者はそもそも人とコミュニケーションをとるた

めに利用している。だから DM で情報を伝えるよりも

まず、「こんにちは」「こんばんは」など返事を返しや

すいあいさつのメッセージを送ることにしたのである。

以下この DM の送り方を「あいさつ戦法」と呼ぶ。「あ

いさつ戦法」を始めてから返信率は格段に上がった。

SNS はコミュニケーションの向上を行うサービスな

のは知っていたが、改めて実際に得られる情報量の多

さよりも、人との交流をすることにとても重きを置い

ているように感じた。宣伝活動は「あいさつ活動」に

よってしばらく会話をつづけた後に行うのがよく、宣

伝の前に会話していた手前、宣伝の DM にも返信が来

る割合が格段に上がった。「あいさつ活動」を行ってい

る中で一番驚いたのは、実際に会って話し合いができ

ないかと提案すると訳８割程度が肯定的な意見が返答

することだ。会うことに抵抗がある人が多いと思って

いたが、きっかけづくりを自ら行えないコミュニケー

ション能力不足の問題であることが分かった。 

 

4.効果的なＳＮＳの宣伝の方法とまとめ 

 

４・1 実際に SNS を使って分かったこと 

実際 SNS を使って宣伝活動をしてわかったこと

は、SNS を使う際には SNS の機能を十分に理解して

使うべきだということ。その SNS を使う人たちだけ

の特有の文化や考え方があるということ。SNS のよ

うなフェイス・トゥー・フェイスのコミュニケーショ

ンでなくてもコミュニケーション能力の差は顕著感じ

るということである。 

 

４・２ 効率的な SNS の宣伝方法 

 SNS は多くの人に情報を伝えることはできるが、

著名人など影響力のある人以外の SNS の発言は注目

されることは少ない。SNS と言えど、一人一人と交

流関係を築き宣伝していくことが地道ではあるが近道

であると思った。一人一人と関係を気づき人数を増や

し組織化することでもっと宣伝効果はあがるだろう。 

 

5.今後の課題 

 

宣伝に一番必要なことはコミュニケーション能力であ

ると考える。 

SNS によってコミュニケーション能力が低下してい

ると言われているが、SNS であろうと対人であるか

ぎり、コミュニケーション能力は必須であり、SNS

ではボディーランゲージで表現することができないた

め、今まで以上に高度なコミュニケーション能力が求

められているのだと思った。コミュニケーションのあ

り方が変わったからこそ、そのあり方をよく見つめ、

必要な能力を理解することが課題だと思う。 
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